
意匠性を考慮した縦格子手摺の風鳴り音対策技術に関

する検討
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目的

近年は，建物の意匠性や居室内からの眺望を考慮した風鳴り音対策がデベロッパーや設計者から求められている．

さらに，縦格子手摺や風鳴り音対策が足がかりとならないような安全面の対策も求められている．そこで，筆者らは

上記課題を解決する板材とばねを用いた縦格子手摺の風鳴り音対策技術を開発した．本報では，風洞実験を通して板

材とばねの構成や種類に関して実験的検討を行った結果を報告する．

概要

共同住宅では，建物の隅角部や屋上等において日常的に風が強い傾向にあり，風が手摺子を吹き抜けやすいため，

縦格子手摺の風鳴り音が居住者から指摘される場合がある．特に振動音は，手摺子の振動が躯体に伝搬し，固体伝搬

音で設置場所から離れた居室で放射される．

筆者らは，縦格子手摺の外観を変えず，振動音を低減することが可能となる，板材とばねを用いた縦格子手摺の風

鳴り音対策技術を開発した．本報では，板材とばねの構成や種類に関して検討を行い，手摺子と風鳴り音低減部材の

固定度を高くしすぎないことが風鳴り音対策として有効であることを示した．

まとめ

本報では，風鳴り音低減部材の板材とばねの構成や種類に関して実験的検討を行った結果を報告した．板材に関す

る検討において，今回実験を行ったすべての試験体で厚さ に比べ厚さ の減衰定数が大きくなってい

た．厚さ より厚さ のほうが大きな振動低減効果があると考えられる．

ばねに関する検討では，今回の実験の範囲では，ばね定数を大きくするまたはばねの個数を増やすと手摺子の減衰

定数が小さくなる傾向を示していた．これは，手摺子と板材の固定度が高くなったためと考えられる．したがって，

手摺子と板材の固定度が高くなりすぎないような部材の選定が必要となると考えられる．

風向の変化に関する検討では，音圧レベルはいずれの風向，風速で暗騒音とほぼ同じ値を示しており，振動音も確

認できなかった．
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01  木質垂壁ラーメン構法の開発研究

－その 3 部材寸法を変化させた接合部試験と 

有限要素法による解析－ 
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Development of a rahmen structure method with wooden hanging wall: 

Part 3: Experiments on joints with member dimensions varied and analysis by the finite 

element method
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目的 

筆者らは，Fig.1のように CLT（Cross Laminated Timber：直交集成板）の垂壁を鉄骨造に組み込み，水平力に対

するラーメン構造の大梁の役割を持たせた新ハイブリッド構法の開発を進めている．既報では，部材長さおよび部材

せいに対して 1仕様のみであったが，本報では，これら部材寸法を変化させた仕様の接合部実大試験ならびに有限要

素法解析を実施し，各部材寸法が与える影響を確認することを目的とする． 

概要

垂壁端部接合部実大面内曲げ試験は，既報の試験体に対して，部材長さを大小変化させた試験体，部材せいを小さ

くした試験体の計 3 体実施した．試験体は，木質垂壁接合部を取り出した形状とし，正負交番繰り返し載荷方式で実

施した． 

有限要素法解析は，ドリフトピン接合部のモデル化を既報ではバイリニア置換によりモデル化したが，さらなる精

度向上を目指して，本報ではトリリニア置換によりモデル化した．その他は，既報のモデルと同一として実施した． 

まとめ

実験により，部材寸法の違いによる接合部モーメント―接合部回転角関係や，大変形時の破壊性状の差異を確認し

た．また、増分解析結果は降伏後の荷重上昇をよく捉えているほか，回転剛性，各降伏耐力および，終局耐力を精度

よく推定できることを確認した． 

本研究の成果により，2023 年 6 月に「木質耐震垂れ壁構法（改定 1）」として，一般財団法人日本建築総合試験所

の建築技術性能証明を取得した． 
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Fig.1 構造フレームおよび接合部概略図
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Fig.2 接合部モーメント 
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